
2023年2月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2023年1月10日

上場会社名 タビオ　株式会社 上場取引所 東

コード番号 2668 URL https://tabio.com/jp/

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 越智　勝寛

問合せ先責任者 （役職名） 取締役財務部長 （氏名） 関　淑束 TEL 06-6632-1200

四半期報告書提出予定日 2023年1月11日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 2023年2月期第3四半期の連結業績（2022年3月1日～2022年11月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年2月期第3四半期 10,952 13.1 224 ― 243 ― 96 ―

2022年2月期第3四半期 9,683 22.3 △93 ― △22 ― △37 ―

（注）包括利益 2023年2月期第3四半期　　94百万円 （―％） 2022年2月期第3四半期　　△35百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年2月期第3四半期 14.19 ―

2022年2月期第3四半期 △5.46 ―

「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し

ており、2023年２月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。対前年同四半期増減率は、当該会計基準

等適用前の2022年２月期業績と比較し計算しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年2月期第3四半期 8,086 3,870 47.9

2022年2月期 7,748 3,990 51.5

（参考）自己資本 2023年2月期第3四半期 3,870百万円 2022年2月期 3,990百万円

収益認識会計基準等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2023年２月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した

後の数値となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年2月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00

2023年2月期 ― 0.00 ―

2023年2月期（予想） 30.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 2月期の連結業績予想（2022年 3月 1日～2023年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,687 14.7 400 231.9 402 99.3 260 41.4 38.21

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年2月期3Q 6,813,880 株 2022年2月期 6,813,880 株

② 期末自己株式数 2023年2月期3Q 18,707 株 2022年2月期 9,544 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年2月期3Q 6,804,168 株 2022年2月期3Q 6,802,384 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に掲載されている業績見直し等に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短

信(添付資料)３ページ「（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

第１四半期会計期間の期首より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を

適用しております。 詳細は、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項(会計方針の変更)」に記載のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間（2022年３月１日～2022年11月30日）における国内経済におきましては、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けながらも、行動制限の解除や入国規制の緩和に伴い、経済活動の正常化に向けた

動きがみられております。一方、急速な円安進行や資源価格高騰による商品・サービス価格の上昇、中国におけ

るゼロコロナ政策など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

国内衣料品販売におきましては、外出需要の増加に伴い季節商品の販売が好調に推移し、インバウンド需要も

回復傾向を見せ始めましたが、新型コロナウイルス感染症の感染状況や気温の変化が実需に大きな影響を及ぼす

など、市場環境の変化に迅速に対応することが求められております。

このような状況の中で当グループは、今期の経営方針『タビオ・デジタルリミックス』を掲げ、リアルとWEBが

融合したOMO店舗の出店・リニューアルを加速し、お客様に新たな購買体験を提供することで利便性を高め、顧客

満足度の向上と新規顧客の獲得につなげております。販売面では、店頭でのスマホ接客やAI技術を搭載した刺繍

機の導入、各種コラボ商品の展開など、お客様１人１人に合った付加価値の高いサービスを強化することで、提

案力向上に取り組んでおります。また生産面では、当社の強みである製造・販売を一体化した国内生産体制の機

動力を活かし、TwitterやインスタグラムなどSNSを起点としたトレンドに素早く対応できる商品企画・供給体制

の構築を継続的に行いました。

出退店状況におきましては、フランチャイズチェーン店８店舗、直営店４店舗の新規出店と、フランチャイズ

チェーン店４店舗、直営店６店舗の退店により、当第３四半期連結累計期間末における店舗数は、フランチャイ

ズチェーン店115店舗（海外代理商による27店舗を含む）、直営店164店舗（海外４店舗を含む）、合計279店舗と

なりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は10,952百万円（前年同期比13.1％増）となりました。内訳

は、国内専門店事業で8,634百万円（前年同期比13.6％増）、国内EC事業で1,416百万円（前年同期比8.8％増）、

海外・スポーツ卸事業901百万円（前年同期比15.8％増）と好調に推移しました。利益面では、営業利益224百万

円（前年同四半期は営業損失93百万円）、経常利益243百万円（前年同四半期は経常損失22百万円）、親会社株主

に帰属する四半期純利益96百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失37百万円）となりまし

た。

なお、当グループの売上高は、取扱い商品が防寒という機能を持つ靴下のため、上半期（３月～８月）に比べ

下半期（９月～２月）に販売される割合が大きくなっております。従いまして連結会計年度の上半期の売上高と

下半期の売上高との間には著しい相違があり、上半期と下半期の業績に季節的変動があります。
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（２）財政状態に関する説明

(資産、負債及び純資産の状況)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、現金及び預金857百万円減少しましたが、売掛金591百万円、

商品400百万円、有形固定資産のその他175百万円の増加があったこと等により、前連結会計年度末と比べて337百

万円増加し、8,086百万円となりました。

負債については、長期借入金166百万円、電子記録債務126百万円減少しましたが、買掛金602百万円、流動負債

のその他201百万円の増加があったこと等により、前連結会計年度末と比べて457百万円増加し、4,216百万円とな

りました。

純資産については、利益剰余金の減少等により、前連結会計年度末と比べて119百万円減少し、3,870百万円と

なりました。

その結果、自己資本比率は前連結会計年度末の51.5％から47.9％に減少しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年２月期における通期の連結業績予想については、2022年４月11日に公表しました業績予想から変更して

おりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,834,994 1,977,215

売掛金 587,022 1,178,772

商品 621,080 1,021,174

貯蔵品 462 437

その他 102,150 140,956

貸倒引当金 △328 △5,530

流動資産合計 4,145,381 4,313,026

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 577,139 578,002

土地 1,182,654 1,182,654

その他（純額） 250,801 425,826

有形固定資産合計 2,010,596 2,186,483

無形固定資産 331,340 364,465

投資その他の資産

差入保証金 1,103,485 1,080,266

その他 158,108 142,319

投資その他の資産合計 1,261,593 1,222,586

固定資産合計 3,603,530 3,773,535

資産合計 7,748,912 8,086,561

負債の部

流動負債

買掛金 441,873 1,044,181

電子記録債務 632,410 506,074

1年内返済予定の長期借入金 220,589 223,360

未払法人税等 65,879 8,899

賞与引当金 111,901 34,004

資産除去債務 7,607 10,224

その他 786,124 987,205

流動負債合計 2,266,386 2,813,950

固定負債

長期借入金 561,999 395,388

退職給付に係る負債 332,727 348,918

資産除去債務 280,950 276,281

その他 316,693 381,704

固定負債合計 1,492,371 1,402,292

負債合計 3,758,758 4,216,243
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 414,789 414,789

資本剰余金 92,424 92,424

利益剰余金 3,487,731 3,380,110

自己株式 △9,313 △19,070

株主資本合計 3,985,631 3,868,253

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △5,434 △7,239

退職給付に係る調整累計額 9,957 9,305

その他の包括利益累計額合計 4,522 2,065

純資産合計 3,990,153 3,870,318

負債純資産合計 7,748,912 8,086,561
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

売上高 9,683,505 10,952,323

売上原価 4,221,382 4,760,919

売上総利益 5,462,122 6,191,403

販売費及び一般管理費 5,555,142 5,966,926

営業利益又は営業損失（△） △93,020 224,476

営業外収益

受取利息 7 0

仕入割引 6,661 7,642

為替差益 1,984 3,808

助成金収入 63,348 6,730

その他 3,469 4,533

営業外収益合計 75,471 22,715

営業外費用

支払利息 3,721 3,373

その他 810 445

営業外費用合計 4,531 3,819

経常利益又は経常損失（△） △22,080 243,373

特別損失

固定資産除売却損 - 2,833

賃貸借契約解約損 5,786 3,078

役員特別功労金 - 79,900

社葬費用 - 21,888

減損損失 - 987

特別損失合計 5,786 108,687

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△27,866 134,685

法人税、住民税及び事業税 13,533 13,601

法人税等還付税額 △4,243 -

法人税等調整額 - 24,508

法人税等合計 9,289 38,110

四半期純利益又は四半期純損失（△） △37,155 96,574

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△37,155 96,574
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年３月１日
　至 2021年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年３月１日
　至 2022年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △37,155 96,574

その他の包括利益

為替換算調整勘定 364 △1,805

退職給付に係る調整額 1,082 △651

その他の包括利益合計 1,446 △2,456

四半期包括利益 △35,709 94,118

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △35,709 94,118

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、従来は販売費及び一般管理費として処理しておりました販売促進費の一部を売上高から控除する

方法に変更しております。また、会員顧客に配布したポイントについて、従来は将来使用されると見込まれる額

をポイント引当金として、繰入額を販売費及び一般管理費として計上しておりましたが、付与したポイントを履

行義務（契約負債）として識別し、取引価格から将来顧客により行使されると見込まれる金額を売上高から控除

する方法に変更しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は115,857千円減少し、販管費及び一般管理費が115,857千円減

少しております。なお、期首の利益剰余金に与える影響はありません。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に与える影響はありません。

なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

による組替えを行っておりません。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。なお、時価をもって四半期連結貸借対

照表価額とする金融商品を保有しておらず、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

当グループは、靴下に関する事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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